
(別紙６）

1 水質管理において留意すべき事項

2 施設の概要

名　　称 水源 方式 採水場所 備考

○○専用水道 井戸水 高置水槽方式 施設末端

3 採水の場所

4 過去の検査結果、検査頻度及び省略する理由

5 年間計画表

6 臨時の水質検査に関する事項

7
〔1〕 名称

〔2〕 所在地

〔3〕 登録番号

　　　第○○号

〔4〕 委託の範囲
　　①具体的な検査項目、頻度 別紙２年間計画表のとおり

　　②試料の採取及び運搬方法 ○○会社の社員が午前中に採水を行い当日○○会社の車両にて運搬する。

　　③臨時検査の取扱い 臨時検査が必要な場合は別途契約に基づき当該水質機関に委託する。

〔５〕委託した検査の実施状況の確認方法
　　　○月に検査施設への立入検査を実施し精度管理の実施状況などを確認する。

8 その他水質検査の実施に際し配慮すべき事項

○○館１階給湯室、ただし原水については、水源井戸の検水コックとする

水道により供給される水が水質基準に適合しないおそれがある場合は、必要な項
目について、適宜臨時の水質検査を実施する。

水質検査結果、水質基準を超えた値又は通常より高濃度の値が検出された場合
には、再検査を行うとともに直ちに原因究明を行い必要な対策を講ずる。

　　　東京都○○区○○町○－○－○

　　　○○ 年度　○○専用水道水質検査計画（様式例）

水質検査の委託先

　　　財団法人　○○検査協会

別紙２

別紙１

（自己水、併用型）原水は、当施設の敷地内にある深井戸より取水し、塩素消毒を
行なった後、いったん水槽に貯め、高置水槽にポンプアップしている。高置水槽か
らは自然流下で各蛇口まで供給している。施設の周辺は、工場等が散在してお
り、基準値を超えていないがテトラクロロエチレン等の有機溶剤がしばしば検出さ
れる。
（受水型）東京都水道局から給水を受け、３００㎥の地下式受水槽に貯留。次亜塩
素酸ナトリウムを注入後に５０㎥の給水塔にポンプアップし各世帯に供給してい

施設の浄化方法等の概要
水質上の問題点等を記入する。

採水場所は具体的に記載
する。

試料の採取者、運搬主体及び運搬
方法など具体的に記載すること。



　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

1 一般細菌 １００以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

2 大腸菌 不検出 12 1ヶ月に１回、省略なし

38 塩化物イオン 200 12 1ヶ月に１回、省略なし

46 有機物（全有機
炭素(ＴＯＣ)の量) 3 12 1ヶ月に１回、省略なし

47 p H値 5.8-8.6 12 1ヶ月に１回、省略なし

48 味 異常なし 12 1ヶ月に１回、省略なし

49 臭気 異常なし 12 1ヶ月に１回、省略なし

50 色度 ５度以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

51 濁度 ２度以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

10 シアン化物イオン
及び塩化シアン 0.01 4 ３ヶ月に１回、省略なし

21 塩素酸 0.6 4 ３ヶ月に１回、省略なし

22 クロロ酢酸 0.02 4 ３ヶ月に１回、省略なし

23 クロロホルム 0.06 4 ３ヶ月に１回、省略なし

24 ジクロロ酢酸 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

25 ジブロモクロロメ
タン 0.1 4 ３ヶ月に１回、省略なし

26 臭素酸 0.01 4 ３ヶ月に１回、省略なし

27 総トリハロメタン 0.1 4 ３ヶ月に１回、省略なし

28 トリクロロ酢酸 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

29 ブロモジクロロメ
タン 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

30 ブロモホルム 0.09 4 ３ヶ月に１回、省略なし

31 ホルムアルデヒド 0.08 4 ３ヶ月に１回、省略なし

9 亜硝酸態窒素 0.04 0.008 0.004 記入例参照

10 硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素 10 2 1 記入例参照

過去の検査結果、検査頻度及び省略する理由 

ＮＯ 水質基準項目 水質基準
水質基準

の1/2
水質基準

の1/5
水質基準
の1/10

過去の検査結果の最大値
年度検
査回数

検査頻度及び省略する理由

受水型

過去５年分の検査結果最大値を
記載する。



　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

1 一般細菌 １００以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

2 大腸菌 不検出 12 1ヶ月に１回、省略なし

38 塩化物イオン 200 12 1ヶ月に１回、省略なし

46 有機物（全有機
炭素(ＴＯＣ)の量) 3 12 1ヶ月に１回、省略なし

47 p H値 5.8-8.6 12 1ヶ月に１回、省略なし

48 味 異常なし 12 1ヶ月に１回、省略なし

49 臭気 異常なし 12 1ヶ月に１回、省略なし

50 色度 ５度以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

51 濁度 ２度以下 12 1ヶ月に１回、省略なし

10 シアン化物イオン
及び塩化シアン 0.01 4 ３ヶ月に１回、省略なし

21 塩素酸 0.6 4 ３ヶ月に１回、省略なし

22 クロロ酢酸 0.02 4 ３ヶ月に１回、省略なし

23 クロロホルム 0.06 4 ３ヶ月に１回、省略なし

24 ジクロロ酢酸 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

25 ジブロモクロロメ
タン 0.1 4 ３ヶ月に１回、省略なし

26 臭素酸 0.01 4 ３ヶ月に１回、省略なし

27 総トリハロメタン 0.1 4 ３ヶ月に１回、省略なし

28 トリクロロ酢酸 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

29 ブロモジクロロメ
タン 0.03 4 ３ヶ月に１回、省略なし

30 ブロモホルム 0.09 4 ３ヶ月に１回、省略なし

31 ホルムアルデヒド 0.08 4 ３ヶ月に１回、省略なし

9 亜硝酸態窒素 0.04 0.008 0.004 記入例参照

11 硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素 10 2 1 記入例参照

3 カドミウム及びそ
の化合物 0.003 0.0015 0.0006 0.0003 記入例参照

4 水銀及びその化
合物 0.0005 0.00025 0.0001 0.00005 記入例参照

5 セレン及びその
化合物 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

7 ヒ素及びその化
合物 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

12 フッ素及びその化
合物 0.8 0.4 0.16 0.08 記入例参照

13 ホウ素及びその
化合物 1 0.5 0.2 0.1 記入例参照

36 ナトリウム及びそ
の化合物 200 100 40 20 記入例参照

過去の検査結果、検査頻度及び省略する理由 

ＮＯ 水質基準項目 水質基準
水質基準

の1/2
水質基準

の1/5
水質基準
の1/10

過去の検査結果の最大値
年度検
査回数

検査頻度及び省略する理由

自己水型又は併用

過去５年分の検査結果最大値
を記載する。



　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

ＮＯ 水質基準項目 水質基準
水質基準

の1/2
水質基準

の1/5
水質基準
の1/10

過去の検査結果の最大値
年度検
査回数

検査頻度及び省略する理由

37 マンガン及びその
化合物 0.05 0.025 0.01 0.005 記入例参照

39
カルシウム・マグ
ネシウム等（硬
度）

300 150 60 30 記入例参照

40 蒸発残留物 500 250 100 50 記入例参照

41 陰イオン界面活
性剤 0.2 0.1 0.04 0.02 記入例参照

44 非イオン界面活
性剤 0.02 0.01 0.004 0.002 記入例参照

45 フェノール類 0.005 0.0025 0.001 0.0005 記入例参照

6 鉛及びその化合
物 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

8 六価クロム化合
物 0.02 0.01 0.004 0.002 記入例参照

32 亜鉛及びその化
合物 1 0.5 0.2 0.1 記入例参照

33 アルミニウム及び
その化合物 0.2 0.1 0.04 0.02 記入例参照

34 鉄及びその化合
物 0.3 0.15 0.06 0.03 記入例参照

35 銅及びその化合
物 1 0.5 0.2 0.1 記入例参照

14 四塩化炭素 0.002 0.001 0.0004 0.0002 記入例参照

15 1,4-ジオキサン 0.05 0.025 0.01 0.005 記入例参照

16
シス-１，２-ジクロ
ロエチレン及びト
ランス-１，２-ジク
ロロエチレン

0.04 0.02 0.008 0.004 記入例参照

17 ジクロロメタン 0.02 0.01 0.004 0.002 記入例参照

18 テトラクロロエチ
レン 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

19 トリクロロエチレン 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

20 ベンゼン 0.01 0.005 0.002 0.001 記入例参照

42 ジェオスミン 0.00001 0.000005 0.000002 0.000001 記入例参照

43 2-メチルイソボル
ネオール

0.00001 0.000005 0.000002 0.000001 記入例参照

①　原水の水質検査　(年１回)

総トリハロメタン、クロロホルム、ジブロモクロロメタン、ブロジモクロロメタン、ブロモホルム、ジクロロ酢酸、クロロ酢酸、
トリクロロ酢酸、塩素酸、臭素酸、ホルムアルデヒド、ジェオスミン、2-メチルイソボルネオール及び味を除く全項目。
年１回実施。

②　クリプトスポリジウム関連水質検査（年４回）

クリプトスポリジウム対策として、「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針｣に定めるレベル２の施設について
は、３ヶ月に１回、指標菌（大腸菌、嫌気性菌）を検査。



　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

9 亜硝酸態窒素 0.04

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態
窒素 10

3 カドミウム及びその化合物 0.003

4 水銀及びその化合物 0.0005

5 セレン及びその化合物 0.01

7 ヒ素及びその化合物 0.01

12 フッ素及びその化合物 0.8

13 ホウ素及びその化合物 1

36 ナトリウム及びその化合物 200

37 マンガン及びその化合物 0.05

39 カルシウム・マグネシウム等
（硬度） 300

40 蒸発残留物 500

41 陰イオン界面活性剤 0.2

44 非イオン界面活性剤 0.02

45 フェノール類 0.005

6 鉛及びその化合物 0.01

8 六価クロム化合物 0.02

32 亜鉛及びその化合物 1

33 アルミニウム及びその化合
物 0.2

34 鉄及びその化合物 0.3

35 銅及びその化合物 1

14 四塩化炭素 0.002

15 1,4-ジオキサン 0.05

16
シス-１，２-ジクロロエチレン
及びトランス-１，２-ジクロロ
エチレン

0.04

17 ジクロロメタン 0.02

18 テトラクロロエチレン 0.01

19 トリクロロエチレン 0.01

20 ベンゼン 0.01

42 ジェオスミン 0.00001

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001

原水の状況

ＮＯ 水質基準項目 水質基準
過去の検査結果の最大値

状況

自己水型又は併用

過去５年分の結果を記載する。

記入例
・大きな変動がある。
・大きな変動があり、水質基準を超過している。
・大きな変動はないが、水質基準を超過している。
・大きな変動はなく、水質基準を下回っている。



対象 No 項　　　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月 備　　　　考

1 一般細菌

2 大腸菌

38 塩化物イオン

46
有機物（全有機炭素(ＴＯＣ)
の量)

47 p H値

48 味

49 臭気

50 色度

51 濁度

10
シアン化物イオン及び塩化
シアン

21 塩素酸

22 クロロ酢酸

23 クロロホルム

24 ジクロロ酢酸

25 ジブロモクロロメタン

26 臭素酸

27 総トリハロメタン

28 トリクロロ酢酸

29 ブロモジクロロメタン

30 ブロモホルム

31 ホルムアルデヒド

9 亜硝酸態窒素

10
硝酸態窒素及び亜硝酸態
窒素

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月１月 ２月 ３月 備　　　　考

施設の点検

健康診断

水 質 検 査 年 間 計 画 表 《受水型》

浄水

受水槽等の清掃、施設の点検、健康診断の年間計画表

受水槽等の清掃



対象 No 項　　　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月 備　　　　考

1 一般細菌

2 大腸菌

38 塩化物イオン

46
有機物（全有機炭素(ＴＯＣ)
の量)

47 p H値

48 味

49 臭気

50 色度

51 濁度

10
シアン化物イオン及び塩化
シアン

21 塩素酸

22 クロロ酢酸

23 クロロホルム

24 ジクロロ酢酸

25 ジブロモクロロメタン

26 臭素酸

27 総トリハロメタン

28 トリクロロ酢酸

29 ブロモジクロロメタン

30 ブロモホルム

31 ホルムアルデヒド

9 亜硝酸態窒素

11
硝酸態窒素及び亜硝酸態
窒素

3 カドミウム及びその化合物

4 水銀及びその化合物

5 セレン及びその化合物

7 ヒ素及びその化合物

12 フッ素及びその化合物

13 ホウ素及びその化合物

水 質 検 査 年 間 計 画 表 《自己水型又は併用型》

浄水



対象 No 項　　　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月 備　　　　考

36 ナトリウム及びその化合物

37 マンガン及びその化合物

39
カルシウム・マグネシウム
等（硬度）

40 蒸発残留物

41 陰イオン界面活性剤

44 非イオン界面活性剤

45 フェノール類

6 鉛及びその化合物

8 六価クロム化合物

32 亜鉛及びその化合物

33
アルミニウム及びその化合
物

34 鉄及びその化合物

35 銅及びその化合物

14 四塩化炭素

15 1,4-ジオキサン

16
シス-１，２-ジクロロエチレ
ン及びトランス-１，２-ジクロ
ロエチレン

17 ジクロロメタン

18 テトラクロロエチレン

19 トリクロロエチレン

20 ベンゼン

42 ジェオスミン

43 2-メチルイソボルネオール

３７項目
№21～№31、№42、
№43及び、№48を除

クリプトスポリジウム指標菌
（大腸菌、嫌気性芽胞菌）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月１月 ２月 ３月 備　　　　考

浄水

原水

健康診断

受水槽等の清掃、施設の点検、健康診断の年間計画表

受水槽等の清掃

施設の点検



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入例（抜粋）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

例１　平成27年度より省略

蒸発残留物 500 250 100 50 240 93 30 130 27 0
過去５年間の結果が基準値の１／２を超え
たことがないため、省略できるが、３年に1回
は実施　（次回29年度検査）

例２　平成27年度より軽減（3年に1回検査）

蒸発残留物 500 250 100 50 320 93 30 24 27 0
過去３年間の結果が基準値の１／１０以下
のため、３年に１回実施　（次回29年度検
査）

例３　平成22年度より軽減（1年に1回検査）

蒸発残留物 500 250 100 50 320 93 72 24 27 1
過去３年間の結果が基準値の１／５以下の
ため、１年に１回実施

例４　省略・軽減共に不可

蒸発残留物 500 250 100 50 320 93 30 130 27 4
過去５年間の結果が基準値の１／２を超
え、過去３年間の結果が基準値の１／５を
超えるため、３ヶ月に１回実施

蒸発残留物 500 250 100 50 72 30 24 27
検査
なし

0
過去５年間の結果が基準値の１／２を超え
たことがないため、省略できるが、３年に1回
は実施　（次回28年度検査）

例７　平成26年度より新たに追加された項目

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

亜硝酸態窒
素

0.04 0.008 0.004 0.004未満 4 過去３年間の結果がないため、軽減不可

過去の検査結果、検査頻度及び省略する理由 

例５　平成24年度より軽減（1年に1回検査）、平成25年度より軽減（3年に1回検査）、平成26年度より省略

水質基準項目
水質
基準

水質基
準の1/2

水質基
準の1/5

水質基準
の1/10

過去の検査結果の最大値 27年度
検査回数

検査頻度及び省略する理由

27年度
検査回数 検査頻度及び省略する理由水質基準項目

水質
基準

水質基
準の1/2

水質基
準の1/5

水質基準
の1/10

過去の検査結果の最大値

１年に１回以上でよ
いと判断

３年に１回以上で
よいと判断 省略可と判断



項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 備　　　　考

例１ 蒸発残留物 平成29年度に実施

例３ 蒸発残留物 ●

例４ 蒸発残留物 ● ● ● ●

原水（３７
項目） ●

クリプトスポリ
ジウム指標菌 ● ● ● ● レベル２に該当するため

●：水質検査の実施予定月

水 質 検 査 年 間 計 画 表
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